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１月17日、環境省は交通政策審議会・中央新幹線小委員会に対し、「中央新

幹線小委員会中間とりまとめに対する環境省意見」を提出しました。ＪＲ東海

が南アルプスルートを強引的に推し進め、中央新幹線小委員会が了承したよう

な「まとめ」に十分な調査実施を求めたのです。主な内容は以下の通りです。

★伊那谷ルート、南アルプスルートの２案について、環境調査が実施されていることから、

当該環境調査に基づき、環境影響の予測・評価を行うべきである。

★今後、トンネルの位置等具体的な事業内容を含むルート案を設定し、具体的な環境影響を

検討することが、環境影響の回避・低減の上から有効である。事業者が決定された段階

において、事業者が具体的なルートを絞り込んでいく計画段階から環境配慮を実施する

べきである。

★国立・国定公園の保護・利用に影響を及ぼすことのないようなルート・構造等を検討する

べきである。

★大井川源流部には原生自然環境保全地域があるので、極力近づかないようなルートを検討

するべきである。

★赤石山脈及び巨摩山地以外でも、

環境省レッドリスト記載種が生息

・生育しており、これらの動植物

・生態系への影響が極力小さくな

るようなルート・構造等を検討す

るべきである。


